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要     旨 

緒 言（目的） 

思春期の睡眠は、精神生理機能の発達に対して重大な影響を及ぼすことが知られている。また、思

春期の睡眠が質的あるいは量的に変調をきたすことは、珍しいことではないことも報告されており、

深刻な学校保健上の問題であると考えられている。各国の調査では、思春期の 4%から 39%に不眠症

状があることが報告されているものの、どのような因子が思春期の不眠発症に影響を及ぼしているか

については、充分に解明されているとはいえない。                       

 そこで我々は、日本人思春期の不眠発症について、疫学的に検討することにした。本研究の目的は、

第一に日本の中学生や高校生における不眠の累積罹患率を明らかにすることである。第二に日本の中

学生や高校生における不眠発症を予測する因子を明らかにすることである。            

 

 



研究対象及び方法 

先行して、2008 年に全国から無作為抽出した中学校と高等学校を対象に、横断調査を実施した。こ 

の参加校 170 校に対して、本縦断研究への協力を依頼し、中学校 10 校と高等学校 14 校より協力を得

た。本研究では、これらの学校に在籍する中学 1 年生または高校 1 年生を対象に、2010 年 10 月～12

月にベースライン調査を、2 年後の 2012 年 10 月～12 月にフォローアップ調査を実施した。いずれの

調査も自記式質問票を用いて、睡眠、抑うつ度、生活習慣、クラブ活動への参加、勉強時間などに関

する質問に回答させた。                                 

本研究のすべての解析は、中学生と高校生に分けて行った。ベースライン調査時点で不眠ではなく、

フォローアップ調査時点で不眠であったことを不眠の発症として、２年間の累積罹患率を算出した。

不眠の発症に関連する要因を多重ロジスティック回帰分析にて検討した。目的変数は、フォローアッ

プ調査時点の不眠とし、共変量には性別、およびベースライン調査時点の睡眠時間、課外学習時間、

携帯電話の使用時間、恐ろしい夢で目が覚めること（悪夢）、金縛りの体験があること（金縛り）、抑

うつ傾向、朝食の欠食、カフェインをとる習慣、運動習慣、理解者の有無の情報を用いた。     

結 果 

研究開始時に在籍していた生徒数は、5,687 人（中学生 1,304 人、高校生 4,383 人）であり、この

うち 2 回の調査ともに回答した生徒は、3,473 人（中学生 776 人、高校生 2,697 人）であった。回収

率は全体で 61.1％、中学生で 59.5％、高校生で 61.5％であった。                 

観察期間中の不眠の累積罹患率は、中学生で 7.8％（95％信頼区間：5.8%－9.8％）、高校生で 9.2％

（95％信頼区間：8.1％－10.4％）であった。多重ロジスティック回帰分析の結果、不眠の発症に促進

的に関連する要因は、中学生において、「金縛り」、「抑うつ傾向」の 2 項目であった。高校生におい

ては、「悪夢」、「抑うつ傾向」「課外学習時間が 2 時間以上であること」「携帯電話の使用時間が 2 時

間以上であること」の 4 項目であった。                            

考 察・結 語 

今回、中学生や高校生において、悪夢や金縛り、抑うつ傾向が、不眠発症の予測因子となることが

明らかにされた。悪夢や金縛り、抑うつ傾向は、自覚された段階で早めに対処することが、その後の

不眠発症を回避するために重要であると考えられた。                      
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